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《 やっぱり活断層であった！ 》＝右岸鞍部南斜面の地表踏査＝
２００８年９月２６日

自然愛・環境問題研究所
代表・総括研究員 浅野隆彦

〔 はじめに 〕
第８０回委員会「川上ダム地質問題」審議を引き継ぐ「川上ダム活断層

確認現地検討会」は９月２１日に設定されていたが、雷を伴う豪雨の中、
実際上の中止になっている。「活断層の存在を指摘した問題提起者」の
筆者は地質専門学者と考古学研究者と３人で、川上ダムサイト直近の右
岸鞍部南斜面に入り、「Ｆ－１露頭断層」を中心に地表踏査を行い、周辺
の観察とリニアメントの判定を行なった。
〔 「Ｆ－１露頭断層」について 〕
この露頭断層は、「平成１３年度 右岸鞍部地質調査業務報告書」に明

示され、次ページに示す地質平面図で標高２５７ｍ地点に存在する。細
粒花崗岩の岩盤がスパッと切れた断層面を見せ、新鮮な岩体である。Ｎ
５５°Ｅ、５１°ＮＷと見る。
〔 写真 Ａ 〕右下の写真で左手にも岩体が見える。走向はＮ４０°Ｅと

ややずれているが、これも同じ様に同傾斜の断層面を見せている細粒花
崗岩の新鮮岩体であった。
〔 写真 Ａ 〕
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〔 平成１３年度 右岸鞍部地質調査業務報告書 地質平面図 〕

（朱筆の記入は浅野が行なう。Ｎ４０°Ｅ，５１°ＮＷは露頭断層）

〔 破砕帯について 〕
細粒花崗岩断層面の際から、鋤簾にて破砕帯を探る。破砕部の角礫は

脆く小さく壊れやすく、全体に未固結状態である。断層面の際から約３ｍ
まで破砕帯の表面を削ったが、新鮮な、或いは固い部分は現れず、恐ら
く東側の幅２０ｍ程の谷部は新しい時代の破砕帯と思われた。
〔 結論 〕
この部分のＦ－１断層とＦ－３断層は、断層岩体は新鮮であり風化が進

んでいない事、破砕部は礫混じり粘土が柔らかく「未固結」状態である事、
破砕帯幅が１５～２０ｍに及ぶ大規模な断層と見られるので、地質学的
に「活断層」である。

〔 考古学的観察 〕
この旧青山町の阿保は古代交通路の要所でもあった。伊勢本街道と初

瀬街道を結び、「脇往還」的な街道として利用されていたようである。阿保
集落を南に上がると、右岸鞍部にあった古塁砦前から急斜面（右岸鞍部
南斜面）を蛇行しながら下り、川上川を渡り、前深瀬川右岸（原石山西
麓）伝いに上流へ歩き、奥深瀬集落付近で橋を対岸へ渡っていた。それ
からは前深瀬川左岸を凡そ１ｋｍ行き、川上・上集落の谷を西へ上がると
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川上南砦の横に出る。緩やかな坂を登って行くと広がった尾根の頂きを
歩き、羽根集落からの道に出会う。そのまま南西方向に向かうと滝之原
へと出る。出会いを左へ南々東へ向かうと、種生、高尾を通じ桜峠越えで
多気に出、先は伊勢に下るのみである。木津川水運と繋いで古代の道
が、この地を通っていたのは大寺院用の材木流送とも関係していたであ
ろうが、活断層の作った断層崖などの地形が人の交通に便利を与えてい
た事が大きい要素である。明治２５年に作成された「阿保村」の地形図を
示し、右岸鞍部から滝之原方面への道の内、古代より存在していたであ
ろう部分を朱点で表した。川沿いの低地に人家が集まるようになって、古
代の道も多く変化してしまったと思われるが、往時の直線状の名残が見
て取れる。

〔 明治２５年作成「阿保村」地形図＝「川上ダム建設事業に伴う埋蔵文
化財発掘調査報告書」より〕
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〔 活断層の活動を示唆する考古学の見解 〕
「川上ダム建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」の中で、川上・

中縄手Ｉ地区の調査成果に於いて、川上・上集落の裏手（南西側山手）の
山体が中世以前に崩壊して、人頭大の石を含んだシルト質の基盤層の
元になった土石流があった事を指摘している。この基盤層が「古琵琶湖
層群」に当る事は歴然としており、この事実が「推古７年大地震」の結果と
して推定され、このリニアメントが１，４００年前に動いたものと地質関係
者は考えなければならないのである。下にその文書を示す。
〔 川上・中縄手 Ｉ地区調査の成果 〕
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〔 「川上ダム活断層確認」９月２３日調査の結論 〕
地質学的、考古学的調査は一端ながら重要ポイントを押さえている。

右岸鞍部から旧川上集落裏手へ連続するリニアメントは、活断層であり、
１，４００年前に活動した可能性は非常に高い。右岸鞍部に於ける「地中
レーダ探査」が厳正に実施されるならば、直に分かる事である。活断層
の活動履歴を詳細にしょうとするならば、「トレンチ調査」が必要であり、
これも完全に公開されなければならない。水資源機構は「完全な説明責
任」を果たさなければならない。


